
0 20 40 60 80 100

                                     令和４年９月８日 

保護者の皆様 

                                     白山市立松任中学校   

                                                                       校長   日向 正志 

 

『 前期 学校教育診断票（学校評価アンケート）』の結果について 

  初秋の候，保護者の皆様方には益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。また、日頃より本校の教育活

動に格別なるご理解ご協力を賜り、深く感謝申し上げます。                  

 さて、本校では「生き方を学び合おう、高め合おう －生徒も先生も保護者も－」を校訓として、教育

活動を進めております。生徒・保護者の皆様へのアンケート調査等を分析し、前期自己評価を行いまし

た。 

 つきましては、保護者の皆様にアンケート調査等の分析結果についてお知らせし、本校へのご理解の一

助としていただければ幸いです。 

                                        

    

 

 

   

【質問項目に対する集計より（抜粋）】                                           

         

（１）達成感を持たせる授業 

   「あてはまる」「どちらかといえ 

  ばあてはまる」の回答の合計は９割 

を超えていて目標は概ね達成してい 

るといえます。教師同士が互いの授 

業を参観したり、協議したりしなが 

ら、授業力を高めていきます。 

 

（２）学習規律の徹底 

   「あてはまる」と回答した生徒は 

半数程度でした。教職員自身も生徒 

の声をしっかりと聴くことに磨きを 

かけていき、「聴く」ことの大切さ 

を伝えていきます。 

 

（３）家庭学習の習慣化 

   「あてはまる」と回答した生徒は 

  昨年同時期と同程度でしたが、学力 

調査の質問紙の回答よりメディアに 

触れている時間が多いとわかりまし 

た。何をどのように学習すればよい 

のかを例示するともに、生徒会と連 

携してメディア時間の見直しのため 

の取組も継続していきます。  

 

（４）読書活動の充実    

   生徒は読書活動に積極的に取り組ん 

でいます。一人あたりの貸出冊数は 

昨年度同程度です。朝読書で担任が 

一緒に読書をすることや、教師によ 

る本の紹介などこれまでの取り組み 

を大切に継続していきます。 

a：あてはまる                  

b：どちらかといえばあてはまる 

c：どちらかといえばあてはまらない  

d：あてはまらない 
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（５）道徳教育の充実 

   「あてはまる」と回答する生徒は、 

  年々上昇傾向にあります。道徳の授業 

だけではなく、生徒の自己肯定感や自 

己有用感が育つように学校全体で取り 

組んでいきます。 

 

 

（６）安心して過ごせる学校づくり 

   「あてはまる」と回答した生徒は 

８６％です。「どちらかといえばあ 

てはまる」を含めると９７％です。 

概ね安心して過ごすことができている 

と捉えることができます。すべての 

生徒が安心して学校生活を送ることが 

できるように、全職員で取り組んでい 

きます。 

 

 

（７）規範意識の醸成 

   「あてはまる」と回答した生徒は 

  昨年同時期と同程度で７割弱です。 

ルールを守る意義について生徒と教 

師で共有していきます。 

 

 

（８）特別活動の充実 

    「あてはまる」と回答した生徒は、 

昨年同時期と同程度で４割弱です。 

学校行事後の活動にも積極的に取り 

組む姿勢を醸成するために、学級活 

動も大切にしていきます。 

   

【保護者アンケート 自由記述より（抜粋）】 

 

・コロナで長期欠席するときにタブレットを利用して、オンライン授業を受けられるようにしてほしい。  

 →２学期からは教室での授業を中心に動画配信を始めます。具体的な方法については、コロナに関する欠

席連絡の際に、担任からお知らせします。 

 

・部活動の終了時刻が遅く、帰る時間が遅いです。  

・部活の時間をもっと多くとれるようにしてほしい。 

・土日祝の部活が多すぎます。 

→完全下校時刻は９月は１８：４５、１０月は１８：１５、１１月は１７：４５です。完全下校時刻を守

れるように指導していきます。また、休日の部活動については県教育委員会からの取組方針に基づき、

各部活動ごとに、年間５２日以上の休養日を設定しています。 

  

・先日、松任中生徒の自転車の少し後ろを車で追走していて、自転車が交差点を渡ったところで突然、車の 

前を横断し交差点で停車するということがありました。交通指導をお願いします。 

 →１年生対象に４月に交通安全集会、自転車通学者対象に４月と６月に自転車通学者集会を実施し、交通

マナーについて指導をしています。また交通安全街頭指導（４月：PTA地区委員、６月：教職員）も実

施しています。学校では継続して交通安全指導は行っていきますが、保護者の方からも、通学路の見通

しの悪い場所をお子様と確認するなど、交通安全について改めてお話ししていただけると幸いです。 
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